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自律航行技術の社会実装による
旅客運送のDX化プロジェクト

株式会社エイトノット
株式会社エイトノット

Project No.

30 交通・水産業

①小型船舶では事故が多く、事故原因の7割がヒューマンエ
ラーに起因する。②船舶の操縦には経験が必要であり、新し
い乗組員の習熟度が
上がるまでに時間が
かかる。③近年高齢化
が 進 み、船 員 不 足が
深刻化している。

株式会社エイトノットが保有する自律航行システム搭載した水上タクシーなどの旅客船向けに実装した場合のエコノミクス視点や安全
性の目線で、各産業が持続可能なものになるかを検証する。

現在では愛媛県の他に広島県・香川県で自律航行システムを用いた取り組みが進んでおり、本土⇔島だけではなく、島⇔島を自由に行
き来できる瀬戸内海の水上交通ネットワークの構築を目指す。

最大7名搭乗できる船舶による水上タクシーを運行。船舶に
はエイトノットが開発した自律航行システムを搭載。障害物検
知・回避や目的地まで
のルートを自動で設定
して航行できるため、
安全性や操業効率の
向上に貢献する。

課 題

目 的

今後の見立て・意向

顧客ヒアリングデータ、航行時間・使用電力等のデータ、航行
時のセンサーデータ

取得データ

運用検証フェーズでは、安全性に問題はなかったが、実装検
証フェーズでは航路を変更して実施することとした。運用検
証フェーズ中に、サイクリスト等からのニーズを確認したこと
から、実装検証フェーズは閑散期を避け、3月後半から4月の
旅行客が増えるタイミングで実施。

データ活用による考察・示唆

解決策

採択事業者名

コンソーシアム構成員

検証項目 成果・結果

  自律航行船の旅客船としての運用方法の検証  
自律航行船を準備し、実航路にて自律システムの試験を実施した。11
月の運用検証をもとに運航計画を策定し、3月の営業運航を行った。
  長期間運用における安全性の実証  
実証実験期間中、スケジューリングされた航海を完遂した。
すべての離着桟機会において安全に行うことができた。

  運用検証フェーズ  
①WAKKA桟橋発周遊に関して
潮流が速い日では、多々羅大橋付近までの運航に時間
がかかった。ただし、安全性に問題はなかった。

②瀬戸田港は潮流が速く、船舶の電池を多く消費してし
まった。そのため、1日1往復したあとに充電時間をとら
なければならず、運航回数が限られる。全体船舶の停
泊地である井口港の充電設備では、満充電までに30時
間かかる。

③冬の閑散期では島内に訪れる観光客がほぼいない。

上記のことから、

①実装検証フェーズでは、瀬戸田港ではなくWAKKAか
ら距離の近い瀬戸田垂水港を利用することで、より多く
の旅客を運送できる体制とする。
②閑散期を避け、3月後半から4月の旅行客が増えるタ
イミングで実施。

取り組み内容

  運用検証フェーズ  
実施日程：2022年11月2８日（月）～12月12日（月）
目的：海域での安全性の確認や運航手順の確立を目的とした実装検
証フェーズに向けた運用検証。
航路：①大三島「WAKKA」桟橋から周遊／②瀬戸田港↔WAKKA桟橋
間の輸送検証
  実装検証フェーズ  
実施日程：2023年3月13日（月）～2023年4月4日（火）
目的：マーケティング施策も含めて、本格的に旅客を集客・運用予定
航路：①大三島「WAKKA」桟橋から周遊/ ②瀬戸田垂水港↔WAKKA
桟橋間の旅客輸送


